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序 論 

～まちの「現在
い ま

」と「未来
これから

」について～ 
 
 
 

１ 基山町の「現在
い ま

」をみてみよう 
 

第６次基山町総合計画では、基山町の「現在
い ま

」を表す強みとして、次に掲げる 10 plus
プ ラ ス

１を

“きやまPRIDE
プライド

”とします。 
 
 

10 plus
プ ラ ス

 1の“きやまPRIDE
プ ラ イ ド

” 

まちのシンボル基山
き ざ ん

をはじめとする豊かな自然環境 

まちのシンボルである基山
き ざ ん

をはじめ、さまざまな水生生物が生息する

町内の河川など、豊かな水と緑を感じることができる自然環境は、未来

へ継承すべき貴重な財産です。 

 

福岡都心部から 20分の好立地 

福岡県に隣接する佐賀県の東の玄関口で、国道 3号、県道 17号、九

州自動車道、JR 鹿児島本線が縦走する九州の陸上交通の要衝地です。

また、福岡都心部への通勤も 20分程度の好立地にあります。 

 

コンパクトで心地よい暮らしを実現 

JR 基山駅を中心とした徒歩 15 分圏内に、必要な生活機能が揃うコ

ンパクトシティです。また、福岡都市圏や町外の大型商業施設との近接

性を生かし、豊かで心地よい暮らしを実現しています。 

 

古代の日本を現代に伝える特別史跡基肄城跡
きいじょうあと

 

天智４年（665年）に築かれた日本最古の本格的な朝鮮式山城である

基肄
き い

城跡
じょうあと

は、歴史的・学術的価値が非常に高く、佐賀県内で初めて国の

特別史跡に指定された日本を代表する史跡のひとつです。 

 
  

PRIDE 

自 然 

PRIDE 

立 地 

PRIDE 

生 活 

PRIDE 

歴 史 
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経験豊かなプラチナ世代 

人生経験や知識を生かしてセカンドライフにおける地域貢献と生き

がいづくりを実践するプラチナ世代は、多世代交流によるまちづくりを

行う地域の担い手です。 

 

地域トップクラスの子育て支援 

医療費助成や保育環境の充実など、子育て世代を支える多様な支援を

実施しています。また、妊娠・出産から子育てまで切れ目なく一人ひと

りに寄り添い、子どもの成長を地域全体で見守っています。 

 
 

時代をリードする優良企業の集積地 

九州自動車道、国道3号の巨大物流拠点である立地特性を強みに、時代

をリードする優良な“ものづくり”企業が数多く集積しています。また、

交通利便性による就労（通勤）環境も備えています。 

 

日本一の貸出冊数を誇る知の拠点 

木の温かさを感じることができる町民の憩いの場、知の拠点として、平

成28年（2016年）に開館した基山町立図書館。開館以来、人口2万人

未満の町村で貸出冊数全国1位を維持しています。 

 

多分野に著名人を輩出する人財の宝庫 

プロ野球選手や漫画家、お笑いコンビなど、多くの分野で日本を代表す

る著名人を輩出している人財の宝庫です。町民栄誉賞の授賞やふるさと大

使の任命などにより、広く町民に愛されています。 

 

県境を越えて経済と暮らしをつなぐ広域ネットワーク 

行政・経済・文化・スポーツなどにおいて、県境を越えた広範な連携と

交流により、地域の一体的な発展を図っています。また、民間企業との包

括連携協定も数多く締結し、官民連携の取組も充実しています。 

 

人の温かさを感じるまち 

昔ながらの人の温かさや地元愛を感じることができる居心地の良いま

ちです。また、町民と行政の距離が近く、地域の困りごとを一緒に考える

職員がいることも小さなまちの強みです。 

PRIDE 

愛 情 

PRIDE 

知 性 

PRIDE 

経 験 

PRIDE 

連 携 

PRIDE 

成 長 

PRIDE 

人 財 

PRIDE 

企 業 
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２ 踏まえるべき時代の潮流 
 

社会を取り巻く環境は、人口減少とともに、少子化や長寿社会の進展、経済規模の縮小、デジ

タル化をはじめとする技術革新、新型コロナウイルス感染拡大の影響による新しい生活様式への

転換など、これまでも大きく変化してきました。 

これからもさまざまな状況に直面することが予想されるため、「未来
これから

」の変化に備えていく必

要があります。 
 
 

（１）人口減少社会の進行（地域力の低下） 

○ 人口減少による労働力の不足や経済規模の縮小、社会保障費の

増大 

○ 地域社会における担い手不足、地域の活力や支え合い機能の低下 

○ 地域社会の一員として世代を超えて知識や経験を生かす多世代

共創への取組 
 
 

（２）人生 100年時代の到来 

○ 人口減少と同時に超高齢社会を迎え、支援を必要とするプラチナ

世代を支える担い手の確保や増大する医療・介護費等への対応 

○ 「人生 100年時代」の到来に向けた、世代を問わず地域で活躍す

る機会や場の形成 

 
 
 

（３）子どもを取り巻く環境の変化 

○ 児童虐待やいじめ、不登校のほか、貧困問題など複雑化する子ど

もを取り巻く環境への対応と多様性を尊重する教育の推進 

○ 人間関係の希薄化による地域の見守りや子育て力の低下 

○ ヤングケアラー等の支援を推進し、どのような境遇にあっても夢

や希望の持てる社会の実現 
 
 

（４）多様性の受け入れ・地域共生社会の形成 

○ 国籍・地域や民族、性別（LGBTQ等の性的指向・性自認）、障が

いの有無等による違いを認め合う社会の形成 

○ 地域の多様な担い手が「我が事」として参画し、人と資源が世代

や分野を超えて「丸ごと」つながる「地域共生社会」の実現 
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（５）デジタル社会への対応 

○ ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の進展と社会・経

済の活動や人々の暮らしの変化 

○ デジタルデバイド（情報格差）、プライバシー、情報セキュリティ

などの新たな課題の発生 
 
 

（６）産業構造・地域経済環境の変化 

○ 多様化する市場ニーズなどの変化に対応した付加価値の創造や

生産性の向上、「Society5.0」を背景とした新たな事業の拡大や

事業活動の再構築等 

○ 観光需要やビジネス等での人々の新たな交流機会の広がり、地域

性を前面に出した商品や体験による“コト消費”等 
 
 

（７）国土強靭化・安心安全に対する関心の高まり 

○ 近年の台風や集中豪雨、大規模地震など、人々の自然災害に対す

る安全意識の高まり 

○ 消費生活におけるトラブル、インターネットを介した犯罪、高齢

者ドライバーによる事故の増加等に対する不安 

 
 
 

（８）脱炭素・循環型社会への対応 

○ 「地域で考え、地球規模で行動する（Think locally,Act globally）」

という視点に立ち、一人ひとりが環境に配慮した暮らしの実践 

 

 
 
 

（９）不確実で将来予測の難しい時代、持続可能な社会への対応 

○ 世界的な金融引き締めに伴う影響、円安の急激な進行、ウクライ

ナ情勢による物価上昇等、先行きが不透明な時代の到来 

○ 平成 27 年（2015 年）9 月の国連サミットで採択された持続可

能な開発目標（SDGs）による「誰一人取り残さない」取組の進行 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想 
 

～10年後、こんなまちに暮らしていたい～ 

 



 

 

 
 
 
 
 

（中表紙裏 白  紙） 
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基本構想 

～10年後、こんなまちに暮らしていたい～ 
 
 
 

１ １０年後に実現したいまちの姿（将来像） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基山町はこれまで、住む人や訪れる人にとって満足度No.1 のまちをめざし、「他よ

りちょっと  が大きいまち」を将来像とするさまざまな取組を進めてきました。 

新たな10年間のまちづくりでは、基山町の誇りである「アイ」を大切にしながら、

町民同士が心を通わせ合い、住む人が豊かな生活を送ることができるように、これま

での取組を進化（深化）させます。 

さらに、まちの賑わいを創出することで、訪れる人にも親しまれる真に「アイが大

きい基山町」の実現に向けて、将来像を『シン・アイが大きい基山町』とします。 

また、基山町の立地や暮らしから感じられる“ちょうどいい”まちの雰囲気のなかで、

あらゆる世代が個々に輝き、交流する「多世代共創」によって新たな価値を生み出して

いくという想いを込めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アイ 
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『シン・アイが大きい基山町』 

（まちへの誇りと想い） 
 

「シン」は、基山町の将来のまちづくりに対してさまざまな意味（想い）の捉え方

ができるよう、特定の表記を用いず、「シン」とカタカナで表しています。 
 
 

「新」 新たなまちづくりに取り組みます。 

「心」 人と人との心を通わせるつながりを大切にします。 

「進」 これまでの取組をさらに進めます。 

「深」 これまでの取組をさらに深めます。 

「賑」 地域の活性を促す賑わいを興します。 

「親」 まちへの愛着や人との関わりが生む、親しみを醸成します。 

「真」 
基山町に真に求められる取組を追求し、町民の暮らしやま

ちの発展を支えます。 
 
 
 

「アイ」については、これまでのシティプロモーションでの「 」に込めた誇り、

想いを継承し、文中では「アイ」とカタカナで表しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 第５次基山町総合計画から抜粋 
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２ 「未来
これから

」の基山町にふさわしいまちづくりを進めるために 
 

「現在
い ま

」の基山町を次の世代「未来
これから

」に継承していくために、一人ひとりに寄り添い、まち

の魅力をどのように守り、時代に合わせて発展していくか、ともに考え、行動することが求め

られます。 

また、将来像である『『シン・アイが大きい基山町』～多世代共創による“ちょうどいい”ま

ち基山～を実現し、「未来
これから

」の基山町にふさわしいまちづくりを進めるためには、町民、地域

団体、企業、行政等が世代や分野を超えて広く連携し、それぞれが持っている知恵や力を十分

に生かしながら、「みんなでつくる（多世代共創）」のまちづくりに取り組む必要があります。 

そこで、誰もがさまざまな主体とともにまちづくりに取り組むことができるよう、共有すべ

きまちづくりの視点を「はぐくみ」「やすらぎ」「にぎわい」「うるおい」と定め、これら４つの

視点から各施策・事業の重点化を図ることで、町民が“ちょうどいい”つながりを持って暮ら

すことができるまちをめざします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『シン・アイが大きい基山町』 

～多世代共創による“ちょうどいい”まち基山～ 

の実現に向けた４つのまちづくりの視点 

基山町を愛し 

夢を実現できる 

人を育てる 

まちづくり 

誰もが安心して 

健やかに暮らせる 

まちづくり 

多様な 

地域資源を生かす 

まちづくり 

自然と共生した 

快適な生活基盤を 

ととのえる 

まちづくり 
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はぐくみ 基山町を愛し夢を実現できる人を育てるまちづくり 
  

■● まちづくりの視点 ●■ 
 

  
 

「まちづくりは人づくり」といわれるように人材は地域の大切な宝です。 

基山町への愛着や学び、交流や子育てといった人づくりに資する「はぐくみ」を新たな 

まちづくりの原動力とします。 
  

■● まちづくりの方向性 ●■ 
 

  
 

子育て世代や働き盛りの世代が基山町に住み続け、子どもの成長に喜びや生きがいを感

じ、安心して子どもを生み育てることができるよう、こども家庭センターを中心に切れ目

のない子育て支援を行い、地域全体で子どもたちや若者の健やかな成長を育みます。 

また、基山町は貴重な歴史や文化遺産、伝統芸能などの多様な地域資源を有しているほ

か、これまで数多くの著名な人材を輩出しています。こうした基山町の魅力を次世代へ引

き継ぐとともに、確かな学力につながる学校教育のさらなる充実を図ります。 

さらに、世代を超えて集い学び合う社会教育や文化・スポーツを通じた交流活動により、

基山町を愛し、夢を実現できる人を育てるまちづくりを推進します。 
 
 
 
 

やすらぎ 誰もが安心して健やかに暮らせるまちづくり 
  

■● まちづくりの視点 ●■ 
 

  
 

これからも住み慣れた地域での暮らしが「やすらぎ」に満ちたものとなるよう、町民が

お互いに心を通わせ認め合い、いざというときには助け合える環境や一人ひとりに寄り添

う支援を整えます。 
  

■● まちづくりの方向性 ●■ 
 

  
 

高齢化率が３割を超え、長寿社会がさらに進展するなかで、健康寿命の延伸や医療費の

適正化につながるための健康づくりと安心して暮らすための福祉、医療体制を確保します。 

加えて、プラチナ世代や障がいのある人など多様なニーズに寄り添う支援の充実を図り

ます。また、地域の大切な担い手であるプラチナ世代の経験やスキルを生かした地域活性

化に取り組みます。 

さらに、近年の自然災害の頻発化・激甚化や暮らしのさまざまな危険に対処できるよう、

防災、防犯体制の整備等を着実に進め、誰もが安心して健やかに暮らせるまちづくりに取

り組みます。 
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にぎわい 多様な地域資源を生かすまちづくり 
  

■● まちづくりの視点 ●■ 
 

  
 

恵まれた立地とアクセスの良さにより、生涯現役で働くことができる多様な働く場や産

業構造を有します。地域産業の振興に加え、まちのシンボル基山
き ざ ん

や基肄
き い

城跡
じょうあと

などの地域資

源を生かし、訪れる人を引き寄せ、活力を生む「にぎわい」を興します。 
  

■● まちづくりの方向性 ●■ 
 

  
 

基山町は、多様な働く場や産業構造を有し、豊かな自然環境、県境としての立地とアクセ

スの良さを生かして発展してきました。基山町が将来にわたって発展するために、今後も広

域や官民による経済連携を深め、新たな価値を創造する地場産業の成長を支援します。 

加えて、町民が働くことを通して生計を立てる基盤を形成するために、若者や女性、プラ

チナ世代等の就労を支援します。また、就業の場として、基山町から通勤できる企業との

マッチングや、町内への新たな企業の誘致、起業や就農等を支援することにより、働く環

境を創出します。 

さらに、基山町の魅力を発信し、人々が訪れたくなるような観光振興、農・林・商・工

が有機的に結びついた地域経済の好循環の確立と関係人口の拡大を図るために、多様な地

域資源を生かすまちづくりを推進します。 
 
 
 
 

うるおい 自然と共生した快適な生活基盤をととのえるまちづくり 
  

■● まちづくりの視点 ●■ 
 

  
 

豊かな自然環境と利便性を併せ持つ「うるおい」のある暮らしを大切にし、これからも

住み心地の良いまちづくりを推進します。また、身近で開かれた行財政運営によって、暮

らしや企業活動を支えます。 
  

■● まちづくりの方向性 ●■ 
 

  
 

基山
きざん

をはじめとする豊かな自然環境とともに、交通の利便性やコンパクトシティというま

ちの特性を生かし、自然と暮らしがよりよく調和した“ちょうどいい”まちなか空間を整備す

ることで移住定住を促進します。 

また、一人ひとりが環境に配慮した暮らしを意識し、豊かな自然を将来に引き継いでいきます。 

さらに、まちの運営では、町民に信頼される職務を遂行するほか、急速に進むデジタル社会

へ対応するためのＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進し、業務の効率化と町

民の利便性の向上につながる質の高い行政サービスを提供します。加えて、施設やインフラの

長寿命化や有効活用につながるよう、長期的な視点から健全な行財政運営に取り組みます。 
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社人研推計準拠（2023年）

基山町推計

（人）
実 績 推 計

 
 

３ 10 年後にめざすまちの人口 

人口推移 

基山町は、住宅施策や子育て支援施策により、平成 28 年度（2016 年度）から８年連続の

社会増（転入者数－転出者数）となり、令和 2年度（2020年度）から４年連続で人口が増加

しています。 
 
 

  
平成 

28年度 

(2016) 

平成 

29年度 

(2017) 

平成 

30年度 

(2018) 

令和 

元年度 

(2019) 

令和 

２年度 

(2020) 

令和 

３年度 

(2021) 

令和 

４年度 

(2022) 

令和 

５年度 

(2023) 

人口（人） 17,360 17,314 17,390 17,365 17,412 17,437 17,516 17,520 

 前年度比 15 △46 76 △25 47 25 79 4 

世帯数（世帯） 6,656 6,763 6,889 6,995 7,144 7,221 7,359 7,472 

 前年度比 120 107 126 106 149 77 138 113 

平均世帯人員 2.61 2.56 2.52 2.48 2.44 2.41 2.38 2.34 

※ 各年度の３月末時点（住民基本台帳） 

 

努力目標人口 

国や県でも人口減少が進み、基山町においてもこのままの推移が続く場合、人口の減少

が見込まれます。国立社会保障・人口問題研究所（社人研）に準拠した推計値では、令和

22年（2040年）に 15,000人を下回ることが見込まれています。 

新たな総合計画では、年齢層の状況に応じた人口対策に積極的に取り組み、人口構造の

平準化を図ることにより、令和 17年（2035年）の努力目標人口 17,575人をめざします。 
 
 

基山町の将来人口 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 平成 22年（2010）から令和 2年（2020）の値は、国勢調査実績値 
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４ 重点プロジェクト 
 

将来像である『シン・アイが大きい基山町』～多世代共創による“ちょうどいい”まち基山～を

実現するために、今後 10 年間で集中的に取り組むべきことを重点プロジェクトとして位置づけ、

施策の枠組みを超えて横断的に進めます。 
 
 

１ 取り組むべき重点プロジェクトの背景 

 
 

基山町の年齢別人口を国と比較すると、割合が特に高い層や低い層がみられ、

これらが町の人口構造の特徴といえます。 

そのため、この特徴をもとにそれぞれの注目すべき年齢層に求められる取組を

重点的に行い、若年層の人口を増やすことで人口構造の平準化を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特に注目すべき年齢層と求められる取組は次のとおりです。 
 

年齢層 人口構造から求められる取組 

0～9歳 
国と比較して高く、特に５～９歳は町の他の年齢層と比較しても高くなっ
ています。こうした特徴を生かし、今後も子どもを安心して生み育てられ
る取組が求められます。 

15～24歳 
国と比較して低く、就職を機に転出するケースが多いとみられます。その
ため、若者世代が基山町から通える場所で働けるよう転出の抑制につなが
る取組が求められます。 

35～44歳 
年齢構成のなかで比較的高い割合にある背景には、転入者の増加があると
みられます。このような高い割合を維持するためにも、基山町に住んでみ
たい、住み続けたいと思える取組が求められます。 

65～74歳 
国と比較して高く、町の年齢構成のなかでも特に高い割合にあるため、い
きいきと生涯現役で暮らせる取組が求められます。 

 

重

点

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

背
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２ 今後１０年間で集中的に取り組むべき重点プロジェクトについて 

重点プロジェクトでは、プラチナ世代支援、子育て世代支援、移住定住支援、雇用マッチン

グ支援に向けた４つの重点プロジェクトと、その実現を加速させる４つの横断的な取組により、

『シン・アイが大きい基山町』～多世代共創による“ちょうどいい”まち基山～の実現に向け

て取り組みます。 
 
 

（１）実現のための４つの重点プロジェクト 

● プラチナ世代支援： 

いきいき“プラチナライフ”プロジェクト 

・仕事を通じた生きがいや暮らしの支えを得て、長寿社会を「いきいき」と豊かに暮

らす“プラチナライフ”をめざします。 

・健康寿命の延伸のための活動に加え、生活習慣病等の予防や早期発見に取り組むこ

とで、プラチナ世代の健やかでいきいきとした生活を支えます。 

・地域の大切な担い手であるプラチナ世代の経験やスキルを生かし、地域全体の活性化

に取り組みます。 
 

● 子育て世代支援： 

すくすく“きやまっ子”プロジェクト 

・子育て世代や多世代による交流を通じて、“きやまっ子”を見守り、「すくすく」成

長するための取り組みを行います。 

・安心して子育てができるように、こども家庭センターを中心に伴走型の支援を行い

ます。 
 

● 移住定住支援： 

わくわく“きやま暮らし”プロジェクト 

・移住定住への心配ごとを解消するための相談体制を構築し、基山町での暮らしが「わ

くわく」できるように、移住定住希望者に寄り添います。 

・基山町の立地特性と利便性を生かし、仕事と住まいをワンセットとした移住定住支

援を実施します。 
 

● 雇用マッチング支援： 

ぴったり“おしごと”プロジェクト 

・基山町から通勤圏となる場所での就職を希望する若い世代に対し、「ぴったり」合う

雇用のマッチングに力を入れていきます。 
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（２）４つの重点プロジェクトの実現を加速させる横断的な取組 

● きやま多世代共創の取組 

あらゆる世代が個々に輝き交流する多世代共創によって、新たな価値を生み出してい

きます。 
 

● きやまデジタルライフの取組 

行政のＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）を推進し、町民の利便性向上と

行政サービスの効率化に取り組みます。 
 

● きやまゼロカーボンの取組 

ゼロカーボンシティ宣言の着実な推進に向けて、二酸化炭素排出抑制につながる取り

組みを推進します。 
 

● きやま広域連携の取組 

地域情勢や町民の暮らしの変化を見据えながら、近隣市町及び民間との関係を築き、

それぞれの特性やノウハウを相互に生かした連携を推進します。 
 
 

 重点プロジェクト推進イメージ図  
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５ まちづくりの全体像 
 

これまでの基本理念を継承しつつ、新たな基山町の将来像である『シン・アイが大きい基山

町』～多世代共創による“ちょうどいい”まち基山～と、それを実現するための重点プロジェ

クトを基山構想と位置づけ、基本計画と連動して取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・心豊かな人と人との関係づくり 

・自然と共生したまちの魅力づくり 

・みんなが進める協働のまちづくり 

基本理念 

■ １０年後に実現したいまちの姿（将来像） 

■ まちづくりの視点・方向性 

基山町を愛し 

夢を実現できる 

人を育てる 

まちづくり 

誰もが安心して 

健やかに暮らせる 

まちづくり 

多様な 

地域資源を生かす 

まちづくり 

自然と共生した 

快適な生活基盤を 

ととのえる 

まちづくり 

基本構想 
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☆ 実現のための４つの重点プロジェクト 

● ：いきいき“プラチナライフ”プロジェクト 

● 子育て世代支援：すくすく“きやまっ子”プロジェクト 

● 移 住 定 住 支 援：わくわく“きやま暮らし”プロジェクト 

● ：ぴったり“おしごと”プロジェクト 

☆ ４つの重点プロジェクトの実現を加速させる横断的な取組 

● きやま多世代共創の取組 

● きやまデジタルライフの取組 

● きやまゼロカーボンの取組 

● きやま広域連携の取組 

■ 重点プロジェクト 


